
 

                                  
 

平成 21 年 10 月 28 日 

各      位 

会 社 名 太平化学製品株式会社 

代表者名 代表取締役社長 瀬戸口 照弘 
（コード番号・4223） 
問合せ先  経営管理部長  龍造寺 秀樹 
電  話 048 － 222 － 1122     

 

平成 22 年 3 月期（第 2四半期・通期）業績予想の修正（連結・個別）に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向を踏まえ、平成21年5月12日に公表いたしました平成22年3月期（平成21年4月1日

～平成22年3月31日）の第2四半期及び通期の連結並びに個別の業績予想を、下記のとおり修正するこ

とといたしましたので、お知らせいたします。  

 

記 

 
１．平成 22 年 3 月期第 2 四半期累計期間（平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 9 月 30 日）の業績予想の

修正 

  

（１）連結業績予想 

                                 （単位：百万円） 

  売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益

 

前回発表予想  （Ａ） 3,310   

    

 95   80   

 

50    

円 銭

4.07  

今回修正予想  （Ｂ） 3,453   81   57   14    1.11  

増 減 額（Ｂ）－（Ａ） 143   △14   △23   △36     －   
増 減 率  （％） 4.3 △15.3 △29.0 △72.8  －  

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（平成21年3月期 第2四半期） 
4,511   183   170   108    8.82  

 

（２）個別業績予想 

                                 （単位：百万円） 

  売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益

 

前回発表予想  （Ａ） 3,300   95   80   

 

50    

円 銭

4.07  

今回修正予想  （Ｂ） 3,446   81   60   16    1.34  

増 減 額（Ｂ）－（Ａ） 146   △14   △20   △34     －   
増 減 率  （％） 4.4 △15.0 △25.6 △67.2  －  

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（平成21年3月期 第2四半期） 
4,497   170   162   103    8.45  

 

 

 

 

 

 



 

 

２．平成 22 年 3 月期通期（平成 21年 4 月 1日 ～ 平成 22 年 3月 31 日）の業績予想の修正 

 

（１）連結業績予想 

                                 （単位：百万円） 

  
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり

当期純利益

 

前回発表予想  （Ａ） 7,670   

     

395   370   

 

220    

円 銭

17.90  

今回修正予想  （Ｂ） 7,300   250   210   105    8.54  

増 減 額（Ｂ）－（Ａ） △370   △145   △160   △115     －   
増 減 率  （％） △4.8 △36.7  △43.2 △52.3  －  

（ご参考）前期実績 

（平成 21 年 3 月期） 
8,002   117   95   51    4.15  

 

（２）個別業績予想 

                                 （単位：百万円） 

  
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり

当期純利益 

 

前回発表予想  （Ａ） 7,650   395   370   

 

220    

円 銭

17.90  

今回修正予想  （Ｂ） 7,280   250   210   105    8.54  

増 減 額（Ｂ）－（Ａ） △370   △145   △160   △115     －   
増 減 率  （％） △4.8 △36.7 △43.2 △52.3  －  

（ご参考）前期実績 

（平成 21 年 3 月期） 
7,980   107   93   49    4.06  

 

３．修正の理由 

当第 2四半期は、昨年下期より急速かつ急激に悪化した景気に一部持ち直しの動きが見られたもの

の、全般的には引き続き厳しい状況が続きました。こうした環境の下、当社は需要の落ち込みを少し

でもカバーすべく、内外を含めた拡販、新規製品の上市、人件費を中心とするコスト削減等に注力い

たしました。しかし、稼働率の大幅低下に伴う製造原価の上昇に加え、為替差損や補償金請求額の修

正等もありましたため、当初の利益業績予想を下方修正いたしました。なお、個別業績につきまして

も同様の理由から修正いたしました。 
通期の業績につきましては、一部の分野で底入れ感が出ているものの、政府の景気刺激策の息切 
れ懸念、円高や株安の進行、消費の低迷、雇用不安の増大等のマイナス要因も多く、しばらくは極 
めて厳しい状況が続くものと予測されることから、連結・個別共に当初の予想を修正いたしました。 

 
  （注）業績予想につきましては、本資料の発表時現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 
  

以上   
 
 
 
 
 


